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　みなさん、こんにちは。日本共産党です。この場をお借りして訴えをさせていただきます。

　ご承知のように、２日の東京都議会議員選挙で、日本共産党は１７議席から１９議席へ、前進することができました。
　今度の都議選は、都民ファーストの会という新しい大きなグループが誕生し、そこに注目が集まるという条件のもとでの選挙でした。そのなかで、２議席前進させていただいた支持者のみなさん、有権者のみなさんに心からの感謝を申し上げます。

　みなさん。都議選全体の結果は、何といっても自民党が歴史的大敗を喫したことが、大きな特徴となりました。

　これは何よりも、「森友」疑惑や「加計」疑惑にみられる国政の私物化、異常な禁じ手を使った「共謀罪」の強行、さらに憲法９条改定を乱暴に国民に押し付けようとしていることなど、安倍政権の暴走に、「もうがまんができない」「今度ばかりは、自民党を懲らしめなければいけない」という怒りが、こういう結果をつくったのだと思います。

　私たちは、安倍政権を解散に追い込み総選挙を実施させる、そこでの野党と市民の共闘の発展と日本共産党の躍進をかちとる、そのためにがんばり抜く決意です。そして何としても、「改憲勢力３分の２体制」を打ち破り、自民党・公明党とその補完勢力を少数に追い込むために全力をあげます。

　みなさん。日本共産党は当面の問題として、野党４党が要求している臨時国会をすみやかに開くことを強く求めたいと思います。国会を開いて、「森友」や「加計」問題などの税金を食い物にしてきた疑惑を、徹底究明することが必要です。また、「戦争法」や「共謀罪」強行など、「戦争ができる国」づくりへの前のめりの政治姿勢を、徹底的に追及していくことが、緊急の重大課題となっています。
　国民の声に耳を貸さない政治を、何としても切り替えようではありませんか。いまの政治に怒りと不安を感じている方々、「自民・公明の議員は多すぎる」という方々、「安倍政権をこらしめよう」というみなさんと、対話と共同を大いに強めたいと思います。

　この鳥取県でも、「９条の会」や「沖縄と連帯する会」、「産廃から水を守る会」などで、幅広いみなさんとの共同がすすんでいます。街頭の「共謀罪を廃案にしよう」という宣伝に、「どうすれば共産党に入れますか」と尋ねてこられる方もおいででした。さらにたたかいを強め、安倍政権の暴走をストップさせ、政治を私たち国民の手に取り戻すために、日本共産党は全力でがんばります。
　安倍政権と真っ向から対決し、野党共闘に力をつくす共産党が伸びてこそ、政治はもとから変わります。来たるべき総選挙は、政治を大きく変えるチャンスです。ぜひ日本共産党を躍進させてください。
　最後に、　真実を知らせ国民の運動を励ます新聞、「赤旗」のご購読を心からお願いしまして、この場での訴えとさせていただきます。ご清聴ご協力ありがとうございました。
